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□ 事故防止に必要な措置及び事故発生時の緊急連絡体制等について検討しましたか。

□ 保険への加入等の対策が講じられていますか。

□ 活動に必要な道具は揃っていますか。

□ 活動内容及び参加者数に応じたスタッフが確保されていますか。

□ 複数グループに分かれて活動する場合、トランシーバー等の連絡手段を検討しましたか。

□ 参加者の年齢や能力を考慮した活動内容となっていますか。

□ 参加者のアレルギーや体質（かぶれ等を含む）、ハンディ、その他特別な配慮の有無を確認しましたか。

□ 雨天時の対応方法を検討しましたか（中止と判断するタイミング及び連絡体制の確認等）。

□ 活動時の服装（長袖長ズボン、長靴等）について指導しましたか。

□ イベントの規模に応じて、森林インストラクターや補助者等を配置しましたか。

□ 活動前の安全講話を計画しましたか（スタッフ間で、危険箇所や活動中に起こりうる事故等を洗い出しましょう）。

□ 荒天時の対応方法を検討しましたか（最終判断者及び連絡体制も決定しましょう）。

□ 緊急連絡体制図を作成しましたか。

□ 緊急車両の配備と運転手の決定を行いましたか。

□ 救急車への引き継ぎ場所の確認を行いましたか。

□ スタッフの役割分担を行いましたか。

□ 参加者に、活動に必要な保護具の着用を義務づけましたか。

□ 休憩、水分補給のタイミング等のタイミングは適切ですか。

□ 作成した資料を関係者間で共有し、問題の洗い出し及びフィードバックを行いましたか。

各工程 ☑ 確認すべき事項

事前準備

スタッフ資料の作成
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□ 安全対策を講じましたか（杭、柵、ロープ等保全施設の点検や蜂誘因捕殺器の設置等）。

□ 活動箇所及びその経路上において、落石、崩落、転落等の恐れはありませんか。

□ 活動日直近に現地を確認しましたか（特に、蜂の活動期や梅雨、台風一過時には要確認）。

□ 現地にて、関係者と活動中に起こりうる事故等の洗い出し、その後の対応を行いましたか。

□ スタッフ間で打合せのうえ、当日の流れや留意事項等の情報共有を図りましたか。

□ 救急バッグの中身を確認しましたか（熱中症対策グッズ、ポイズンリムーバー等）。

□ 緊急連絡体制図を携行しましたか（病院の電話番号や毒へび血清の取扱いに変更ないか）。

□ 緊急車両の配置は適切ですか。

□ 活動開始までに、各スタッフが担当するエリア内における危険因子について、情報共有しましたか（ウルシ類の有無等）。

□ 救急バックを携行していますか。

□ 体調不良者はいませんか。

□ こまめな水分補給を呼び掛けていますか。

□ 活動時の服装は適切ですか。

□ 保護具の着用は適切ですか。

□ 道具の正しい使い方や危険な動植物等について指導・周知しましたか。

□ 活動中に確認された不安全行動や危険因子を、他の参加者に注意喚起していますか。
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☑ 確認すべき事項

現地確認
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活動日当日

その他

各工程


